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「　自閉症の広がりと特徴に基づいた具体的対応　～現場ですぐに役立つ支援に向けて～　」

	お勧め文
	　近年、自閉症概念は広がり、スペクトラム（連続体）と考えられるようになってきました。知的障害を伴う自閉症だけではなく、伴わない自閉症（高機能自閉症、アスペルガー障害など）は特に注目を浴び、一般的な認識をも得るようになってきました。平成17年度から始まった発達障害者支援法に基づく支援、平成19年度から始まった特別支援教育などさまざまな分野で少しずつ取り組みが浸透し始めています。
　しかしこのような動きは一方で、専門家といわれる人々も自閉症児者に対する正しい理解や対応法の知識と実践がまだまだ十分とは言えないことも浮き彫りにしており、社会のさまざまな分野で適切な対応が望まれています。
　この分野はこれからさらに発展することが必要です。新たなスタートを切った今だからこそ、正しい知識と対応法とはどのようなものか、また、本人や家族、関係する専門家がどのような情報を共有することが支援となるのかが、重要になると思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　このような観点から、本年度は「現場ですぐに役立つ支援」を念頭に、第一線で活躍されている方々を講師にお願いいたしました。また、当事者・保護者からもお話をうかがい、今後の支援に有用な方策を勉強したいと考えています。さまざまな現場で自閉症児・者と関わっている方々に参加していただけることを期待しています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市川宏伸（東京都立梅ヶ丘病院院長）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


	開催日・定員・受講料
	水曜日／定員４５名／受講料１０，０００円

	講師・内容

各回の開催日

タイトル

講師名・肩書主な著書　　　　の順
	第１回　２００９年７月８日　「自閉症の広がりとさまざまな分野における課題」

　　市川　宏伸：東京都立梅ヶ丘病院院長

　主な著書
「子どもの表情・しぐさ・行動がちょっと変だな？と思ったとき読む本」（単著） 主婦と生活社　2007

「知りたいことがなんでもわかる　子どものこころのケア」(編著)　永井書店　2004　
「広汎性発達障害の子どもと医療」（単著） かもがわ出版 2004
第２回　２００９年７月１５日「自閉症の広がりと通常学級における特別支援教育マインド」

　　田中　博司　：杉並第九小学校教諭　
　
第３回　２００９年７月２２日　「自閉症の広がりと就労支援」

　　小川　浩 　 ：　大妻女子大学教授

　主な著書：

　 「ジョブコーチ入門」（単著） エンパワーメント研究所　2001

「職業リハビリテーション入門」(分担執筆)　協同医書出版社 2001

「ジョブコーチ実践マニュアル」（編著） エンパワーメント研究所 2000
第４回　２００９年７月２９日「自閉症の広がりと生活支援」

　　柴田　珠里 ： 横浜市発達障害者支援センター 相談員　
　主な著書：
　「リーディングス介護福祉学（４）リハビリテーション論」(共著)  建帛社　2004
「社会の中で働く自閉症者たち ジョブコーチの支援による就労事例集」(分担執筆) ｴﾝﾊﾟﾜｰﾒﾝﾄ研究所　2006

「チーム援助を育てる精神障害リハビリテーションの技術」（訳著）金剛出版　2002

第５回　２００９年８月　５日「自閉症の広がりと当事者・保護者の課題」

尾崎　ミオ  ： ＮＰＯ法人東京都自閉症協会　理事　

高森　明 　 ： ＮＰＯ法人東京都自閉症協会　高機能自閉症・アスペルガー部会運営委員
　 市川　宏伸 ： （前   掲）　　　

　主な著書：
（尾崎ミオ）
　「子どもたちの叫び－児童虐待・アスペルガーの現実」(共著)ＮＴＴ出版 2007※
　※09年４月、続編刊行予定
(高森　明)
「アスペルガー当事者が語る特別支援教育　スローランナーのすすめ」（単著） 金子書房 2007
「私たち、発達障害と生きています」(共著) ぶどう社　2008


